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研究室紹介

2016 年 4 月から神戸大学医学部においてシステム生理
学分野を担当し、研究室をスタートさせていただくことに
なりました。着任して間もないこの時期に、会員の皆様方
に私共の研究室を知っていただける研究室紹介の機会を
いただきました事、誠に感謝申し上げます。

神戸大学医学部は新神戸駅（新幹線）から市営地下鉄
で 3 駅、神戸駅（JR 在来線）から徒歩圏内と都心に近い
一方、六甲山系（日本の名泉・有馬温泉があります）と瀬
戸内海（淡路島にもわずか 30 分！）と自然に囲まれた絶
好のロケーションに位置しております。長く居た前任地の
愛知県岡崎市ものどかで気に入ってはいたのですが、やは
り都会の利便性は捨てがたいものがあります。そのような
生活環境の変化のなか、これまでの研究を継続して行って
いく研究環境に恵まれました事、大変光栄に存じます。

私は 2003 年に名古屋市立大学医学部を卒業し、神経
内科 ( 小鹿幸生教授 ) に入局し神経疾患に対する臨床を
行った後、大学院時に特別共同利用研究員として生理学研
究所（鍋倉淳一教授）にて、神経障害時における抑制性神
経伝達の興奮性獲得メカニズムの研究を行いました。神
経内科医としての背景から、より生体に近い研究を行いた
いと考え、2007 年に学位取得後、同研究室にて、2 光子
顕微鏡を用いた生体イメージングを立ち上げる機会を頂
き、そのシステムを用いて生体イメージングに取り組みま
した。元々神経免疫に興味がありましたので、中枢神経系
免疫細胞であるミクログリアに着目して、生体でのイメー

ジングを行い、ミクログリアの新規生理機能を明らかにし
ました。それまでミクログリアは病態時における形態変化
に着目した重要な研究が行われてきましたが、技術的な要
因からその生理機能は明らかではなく、in vivo 2 光子顕
微鏡を用いてミクログリアを可視化することにより、この
命題を解くことに成功しました。さらにその後、米国国立
衛生研究所に Visiting fellow として着任し、顕微鏡技術
のさらなる技術を取得するとともに、in vitro の系を用い
て神経活動依存性髄鞘化の分子メカニズムをミエリン塩
基性タンパク質の局所タンパク質発現を可視化することに
よって明らかにしました。このようなグリア細胞の研究を
行う中で、グリア細胞が神経回路活動の恒常性を維持し、
効率的な神経回路活動を創出すること、また、この生理
機能が破綻する結果として発達障害・精神疾患が発症する
という着想のもと、研究を進めております。その中で、特
に神経—免疫連関に着目し、体循環系の免疫細胞とミク
ログリアの連関およびそれがもたらす神経回路活動への
作用を検証しております。他方、分かっていそうで未だ解
明されていない点が数多い髄鞘にも着目し、神経活動依
存的な髄鞘化が制御する神経回路活動の時間的制御のメ
カニズムをシステムから分子まで階層的に検証しておりま
す。これらの生物学的命題を、2 光子顕微鏡およびその他
の光学システムによる中枢神経系の構造および機能の可視
化、さらにオプトジェネティックスを用いた脳活動操作を
用いて解き明かすことに取り組んでおります。

着任後、幸運にも 3 名の大学院生に恵まれ、ようやく
研究が波に乗り始めたところです。また、大学ならではの
基礎配属の若い医学部生もやってきて、精力的に研究をお
手伝いいただけているとともに、教室でステーキを焼い
たりと研究室は和気靄々としております。上記研究に興味
のある大学院生がおられましたら、遠慮なくお気軽に和氣

（hirowake@med.kobe-u.ac.jp）までご連絡ください。
神戸ビーフと共にお待ち申し上げております。ご一緒に胸
を躍らせるような研究をしていくことができればと考えて
おります。

最後になりましたが、これまで私が研究を進めてくるこ
とができましたのは、多くの先生方のご支援および共同研
究者の先生の方のご協力によるものでございます。誠に感
謝申し上げます。若輩者ではございますが、今後ともご指

神戸大学大学院医学研究科より
神戸大学大学院医学研究科

生理学・細胞生物学講座 システム生理学分野

教授　和氣 弘明
hirowake@med.kobe-u.ac.jp

研究室のメンバーと
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導いただければと思います。さらに神経科学の発展の為に
後進の育成を精力に図って参りたいと思いますので、今後
とも何卒よろしくお願い申し上げます。

　

基礎配属の学生ともに
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Institute の研究室は全面ガラス張りになっており、隣の
研究室との風通しも良いそうで、とても魅力的な研究環境
だと感じました。私も自分の研究室だけにとどまらず、視
野を広げて交流していこうと思いました。Pfaff 研究室で
は、馴染みの薄い Spinal Cord の系について慣れない英
語でディスカッションするということで、この研修で一番
の修羅場になると予想していましたが、皆さんとても優し
く接してくれたおかげで楽しく実りある時間を過ごすこと
ができました。一緒に話した学生さんは皆、所属してまだ
数ヶ月の方々でしたが、しっかりとした研究ビジョンをもっ
ていてとても刺激を受けました。Salk Institute は有名な
建築家の設計で、とてもクールな建物ということでしたが、
絶賛工事中でその全貌が見られなかったのが非常に心残
りです。いつかまた Salk Institute を訪ねるべく、日々の
研究を頑張りたいと思います。

Neuroscience 2016 は私にとって初めての海外での学
会であり、巨大な学会の中に学生一人で乗り込む緊張感を
大いに味わった大変タフな学会期間でした。しかしながら
一人で学会会場をまわり、興味のある発表やポスターを聞
きに行くという経験は非常に刺激的でした。私は神経幹細
胞と脳発生に興味をもっていますが、多くの人の最新の研
究成果を見る中で、現在脳の発生の研究でどのようなこと
が着目されているのかを知ることができました。特に細胞
集団を Single Cell RNA-seq などにより網羅的に大規模
解析を行っている人が多くおり、そこから面白い結果を見

この度、2016 年 10 月 31 日から 11 月 21 日という合
計 3 週 間もの 豪 華海 外 研 修に、リーディン グ大学院

（GPLLI）の支援を受けて参加することができました。非
常に刺激的な旅で、アメリカ 4 か所の研究施設を訪問し、
それぞれで口頭発表と若手研究者とのディスカッションを
した後に、北米神経科学会に参加しポスター発表をさせて
頂 き ました。 訪 問した 研 究 所 は、Mayo Clinic、Yale 
University、University of Washington、UCSD、Salk 
Instituteです。皆様ご存知のように Mayo Clinic はアメ
リカでもトップの医療機関で、その施設の充実ぶりや教育、
研究への力のいれ方に驚愕しました。そのような施設運営
を可能にしているのが Donation の文化だというのも私に
は驚きで、病気の治療や研究のためにお金を寄付するとい
う感覚が人々に根付いているのは素晴らしいことだと感じ
ました。私にとって人生初の海外研究室訪問でしたので、
それぞれの土地による違いを感じたのも面白く、また現地
の学生や研究者との交流を通じて世界に飛び出して研究す
るということを肌で感じることができました。今回は神経
科学にとどまらず幅広い分野の人とセミナーを行いました
ので、自分の専門分野以外の人に対して、いかにして自分
の話に興味をもってもらうかは非常に難しく、自分の研究
を深く見つめ直すとても良い機会になりました。これらの
経験から英語で話すことはもちろんですが、人と人とのコ
ミュニケーションの力を培う必要性を強く感じました。
Salk Instituteでは、私が所属する後藤研究室の先輩の
居 る、Samuel Pfaff 研 究 室 を 訪 問 し ま し た。Salk 

Neuroscience 2016 とアメリカ研究施設訪問
東京大学薬学系研究科 

分子生物学教室 

修士２年　原田 雄仁

参 加 記

University of Washington の Andres Barria 研究室にて
説明を受ける筆者 ( 左 )

Salk institute でのディスカッションの後、UCSD 構内
を観光する筆者（右）と先輩の林麿理人さん（左）
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出していて、このような研究手法をとることの力強さや重
要性を感じました。また、学会 2 日目には自身のポスター
セッションがあり、ポスター発表終了時まで絶えず人が見
にきてくれ、様々なディスカッションをすることができ興
奮と手応えを感じました。質疑において相手の質問の意図
をしっかりと汲み取り、正確に答えるということが非常に
難しく、英語という言語の壁も含め今後も自らを鍛えてい
く必要性を感じました。

最後に私がこの神経科学ニュースを書くことになった経
緯を説明したいと思います。長旅も終わり帰国の朝、San 
Diego の空港に向かうと、経由地である San Francisco
に向かう便が悪天候のため遅れていることがわかりまし
た。そして San Francisco 空港に着き乗り継ぎに走りま
したが、日本行きの便は無情にも既に滑走路へと向かって
いました。アメリカの地に残され呆然とする私に、とても
心強い味方が現れました。なんと、伊佐先生、岡部先生、
下郡先生、佐藤先生、後藤先生という 5 人の先生方も乗
り継げず呆然としておられたのです。キャンセルができな
い用事を抱えた先生方が必死で帰国手段を探し、航空券
を得るべく空港内をさまよい歩くこと６−７時間、やっとの
事で翌朝のチケットを確保する事ができました。

その頃にはすっかり「難民家族」としての連帯感が生ま
れ、全員で映画で見るようなモーテルに一緒に泊まり夕食
を食べに行く事になりました（写真には、ようやくチケッ
トを確保できた嬉しさが見て取れます）。飛行機の遅れと
いうまさかのトラブルでしたが、そのおかげで 5 人の教授
とあれだけ長い時間を過ごし、私のような若輩者には非常
に貴重な、むしろ楽しい経験ができました。そのご縁も
あり、この度神経科学ニュースを書かせて頂きました。

謝辞：今回のアメリカ研修で、様々な経験をさせて頂き
ました。このような機会を与えてくださった GPLLI、学会
関係者の皆様に、この場をお借りして感謝申し上げます。
また、初めての空港トラブルで困っていた私を快く受け入
れてくださった教授の皆様に心からお礼を申し上げます。

San Francisco で教授の皆様と夕食
左から佐藤純先生、下郡智美先生、岡部繁男先生、伊佐正先生、
後藤由季子先生と筆者
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ヒトの赤ちゃんが言語を発達させるように、歌を学習する
トリ、ソングバードも成鳥の歌を聴いて真似することで歌を
学習します。この時、ヒトの赤ちゃんが色々な音を聴いても、
ヒトの言語を発達させるように、トリの雛も他種のトリの歌
を含む様々な音を聴くにもかかわらず自分の種の歌を聴き
分けてこれを模倣し、歌を学習します。ソングバードの一種
であるキンカチョウは、雄のみが発達期の臨界期に求愛歌
である歌を学習し、それぞれの個体に特有の歌を唄うように
なります。つまりキンカチョウの雛が歌を学習する際には自
身の種の歌を聞分け、種の同一性を維持しながら個の特性
を獲得しなければなりません。しかし、これまでキンカチョ
ウの脳内でどの様に ‘キンカチョウの歌’ という情報が解読
されているのか明らかになっていませんでした。

私達はまずキンカチョウの雛鳥を別種のソングバードで
あるジュウシマツに育てさせたところ、キンカチョウのヒナ
はジュウシマツの歌の要素を学習したものの、歌のテンポ（歌
の要素の間の空白の時間）は聴いたことのないキンカチョウ
の歌の特性を維持していました。つまり歌のテンポは生得的
に決定していることが示唆されました。次にキンカチョウの
脳内で歌の情報がどの様に処理されているのか調べました。
この時、聴覚経路の中で人工的なノイズ音とトリの歌が最初
に区別される第一次聴覚野（Field L）に注目しました。そ
の結果、キンカチョウの第一次聴覚野に歌のテンポに反応
する細胞群があることが明らかになりました（図１）。この細
胞群は歌の要素の音響構造に反応する神経細胞群とは違う
ものでした。さらにこのテンポに反応する細胞の反応特性
を詳細に調べたところ、この細胞群は ‘短い音の繰り返し’
に特異的な反応を示し、長すぎる音や短すぎる音、長すぎる
空白や短すぎる空白には反応せず、ある範囲の長さにある音
と空白に反応していました。さらにこのテンポ細胞が良く反
応する音と空白の長さは、キンカチョウの歌によくある音の
要素、その間の空白の長さと一致していることが分かりまし
た（図２）。このテンポ細胞の特徴はジュウシマツに育てら
れたキンカチョウでも、父親から隔離されて育てられたキン
カチョウでも変わらず保持されており、生得的にプログラム
されていること、つまりこの歌の空白のテンポという特性を
使って自分の種の歌を識別していることが示唆されました。
そこで歌を学習しているキンカチョウの雛のテンポ細胞の反

応特性を調べたところ、キンカチョウ雛のテンポ細胞はキン
カチョウの歌には反応するものの他種のトリの歌には反応
せず、さらにキンカチョウの歌の要素を変えても空白の長さ
を保っていればよく反応するのに対し、要素はそのままでも
空白の長さを変えると反応しなくなることが明らかになりま
した。これらの特性は、ジュウシマツに育てられた雛でも、
隔離して育てられた雛でも同様でした。つまりテンポ細胞は
生得的に（経験に依存せず）歌の空白のテンポを用いて自身
の種の歌を識別するバーコードリーダーのような役割がある
ことが示唆されました。

キンカチョウは歌を学習する際、種の同一性を保つ一方
で、自身に固有の歌を発達させなくてはなりません。音の空
白のパターンに ‘種’ の同一性をコードし、一方で歌の要素
を学習し多様性を得る、さらにこれらの 2 つの情報を独立
の神経回路で処理することより歌学習時に必要な同一性と
多様性という 2 つの競合する条件を可能にしていることが考
えられました。またこれまでにマーモセットやラットなどで
も音のテンポに反応する細胞が同じように第一次聴覚野に
見つかっていました。しかしこれらの神経細胞は音の周期（音
の始まりから次の音の始まり）に依存して反応します。しか
しキンカチョウでは音と音の間の空白の長さに依存して反応
していました。マーモセットやラットの発声は同じ音を繰り
返す単純なものですが、トリは人間と同じように長さの違う
様々な音の要素を組み合わせた複雑な発声パターンを持ちま
す。この様に様々な音の要素を含む発声パターンでは、音の
周期よりも空白の長さの方が一定であり、複雑な発声パター
ンを発達するために ‘空白の時間の長さ’ をコードするとい
う新しい情報処理機構を発達させた可能性が考えられまし
た。

終わりに、本研究は ‘どうやってトリが自分の種の歌を聴
き分けているのか’ という単純な興味から行いました。この
様な基礎研究をサポートして下さいました科研費と OIST に
深く感謝申し上げます。

Mind the gap: Neural coding of species identity in 
birdsong prosody. Makoto Araki M. M. Bandi Yoko 
Yazaki-Sugiyama, Science 09 Dec 2016: Vol. 354 Issue 
6317 pp. 1282-1287,DOI: 10.1126/science.aah6799

Mind the Gap
生得的に備わるキンカチョウの歌の空白の時に刻まれた情報を読み取る脳の仕組み

沖縄科学技術大学院大学（OIST）
臨界期の神経メカニズム研究ユニット

准教授　杉山（矢崎）  陽子

神経科学トピックス
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図 1：第一次聴覚野で見つかった ‘テンポ細胞’ の音に対する反応

テンポ細胞はキンカチョウの歌を流すとそれに反応して活動する（１本の棒が１回の活動
を示す）。しかし、ノイズを流しても最初の反応のみで、後は反応しない。しかし、同じ
ノイズをキンカチョウの歌のテンポに合わせて空白を挿入すると反応する。

図 2：テンポ細胞の反応する空白の長さ

キンカチョウの歌の中の音の１つを繰り返し、間の空白の長さを変えて聞かせると、最も
よく反応する空白の長さ（20~100ms）は、キンカチョウの歌に含まれる空白の長さと
一致する。

Mahesh Bandi 氏（共著者）、筆者、荒木亮氏（共著者）
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自分自身の記憶を内省する能力は「メタ記憶」（記憶に
関するメタ認知）と呼ばれます。例えば、外国語でエッセ
イを書くときに、よく慣れ親しんだフレーズや表現を用い
る時にはスラスラと書けますが、記憶の曖昧な単語を用い
るときは、辞書を引いて確認するという経験をすることが
あるかと思います。この際、自身の記憶の確かさを判断す
る働きは、メタ記憶によるものであり、そのおかげで、全
ての単語について逐一調べることなく、効率よく作文が出
来ます。

メタ記憶は心理学において提唱された概念で、「自分が
記憶していることの記憶」として、記憶そのものとは独立し
た認知機能だと考えられてきました。そして、メタ記憶は自
身の行った認知情報処理の客体化と内省的な評価を要求す
る高度な精神機能なので、永らくヒト特有の能力だと考えら
れてきました。しかし、メタ記憶の神経基盤に関しては全く
解明されておらず、実際に、記憶の神経回路と独立にそれ
を監視するような形で存在しているのかさえ分かっていませ
ん。なぜなら、ヒトを対象とする場合、ある認知処理に相
関した脳活動は観測できますが、その脳活動と行動の間の
因果関係を調べることは困難であるからです。

そこで私たちは、ヒトと近縁のマカクサルが遂行可能
なメタ記憶課題を新たに設計し、サル自身が自らの記憶に
対して確信している程度を、客観的かつ行動学的に評価す
る方法を実現させました。そして、課題遂行中のサルの全
脳の神経活動を磁気共鳴機能画像法（fMRI 法）で計測し
ました。すると、長期記憶に関わるメタ記憶処理時に背外
側前頭葉の 9 野が特異的に活動することが見出されまし
た。さらに、fMRI 法にて同定した背外側前頭葉 9 野の賦
活領域に対して GABA-A 受容体作動薬（ムシモール）の
微量注入（マイクロインジェクション）を行い、この領域
の神経活動を可逆的に抑制しました。すると、長期記憶の
想起自体の成績には全く影響が及ばないのと対照的に、
長期記憶に関わるメタ記憶判断（確信度判断）のみに特異
的な機能不全が生じることを発見しました。

本研究は、「大脳皮質で自分自身が行った情報処理」を
自己評価する大脳神経回路の存在を初めて示しました。言
語を持たないマカクサルに、それが発見されたことは、動
物も自らの記憶をモニタリングし、「内省」していることを
示唆し、将来的には、従来ヒト特有と考えられてきた高度
な思考・推論の進化論的な起源の解明に繋がることが期
待されます。

Causal neural network of metamemory for retrospection 
in primates. Kentaro Miyamoto, Takahiro Osada, Rieko 
Setsuie, Masaki Takeda, Keita Tamura, Yusuke Adachi, 
Yasushi Miyashita (2017), Science, 355(6321), 188-193 

【研究者の声】　
動物に認知課題を習得させる場合、通常、望ましい行動を
報酬により強化し訓練します。今回デザインしたメタ記憶課
題は、記憶とメタ記憶の両方のパフォーマンスを計測できる
利点がある一方、サルから見ると、再認記憶課題に回答しそ
れに基づいて確信度判断を行った後に、その両方の結果を
総合して初めて報酬が与えられる課題で、行動と報酬の関係
の理解が難しく、サルにルールを教えるのに苦労しました。
本研究は、私たちがこれまでに開発した課題遂行中のサル
の脳機能イメージング技術（Miyamoto et al., Neuron, 
77, 787-799, 2013）と薬理学的不活化実験を組み合わせ
た研究で、各手法の長所を生かし、脳活動と行動の因果的
な関係の解明に踏み込めたのではないかと思います。

【略　歴】
2008 年、東京大学教養学部生命・認知科学科（村上郁也
准教授）卒業。2010 年、東京大学大学院医学系研究科

（宮下保司教授）修士課程　修了、2014 年、同 医学博士
課程 修了、同 博士研究員（日本学術振興会特別研究員 [PD]）
を経て、2017 年より、英国オックスフォード大学実験心理
学部　博士研究員（日本学術振興会海外特別研究員）

回顧と内省をつかさどる「メタ記憶」の神経基盤の因果的な解明

東京大学大学院医学系研究科

博士研究員　宮本 健太郎

神経科学トピックス

自身の記憶に対する確信度を図る実験において、その判断遂行中のマカクサルに対して、fMRI を用いた全脳の脳
機能マッピングを行い、それにより同定された神経領域を薬理学的に不活化した場合の行動に対する影響を評価し
ました。この一連の実験により自身の記憶の正確さを自己判断する大脳メカニズムの存在を実証・解明しました。



10
 A

pr
il 

 2
01

7 
 C

on
se

cu
ti

ve
 N

um
be

r 
21

0

 The Neuroscience News 2017 No.2

The Japan Neuroscience Society, since 1974http://www.jnss.org - 35 -

(A) マカクサルのメタ記憶課題。サルはまず記憶の記銘・保持・想起からなる再認記憶課題を行い、記
憶課題の回答に対して確信度判断（メタ記憶判断）を行った。確信度判断において、高リスク選択肢（ピ
ンク）を選ぶと、先行する記憶課題の回答が正解だった場合には多量の報酬（ジュース）がもらえるが、
不正解だった場合には全く報酬がもらえない一方、低リスク選択肢（黄緑）を選ぶと、正解・不正解に関
わらず少量の報酬がもらえるように、報酬ルールが調整されていた。するとサルは正解時の方が不正解
時よりも、より多く高リスク選択肢を選ぶことから、確信度判断を、記憶に対する自信、すなわち、メタ
記憶に基づいて行っていることが確かめられた。

(B) メタ記憶課題遂行中のサルの全脳の活動を、磁気共鳴機能画像法（fMRI 法）を用いて測定し、メタ
記憶処理を担う前頭葉領域を同定した。さらに、同定した領域の神経活動を GABA-A 受容体作動薬に
て可逆的に抑制し、メタ記憶課題・記憶課題の成績に影響が及ぶかどうか調べた。
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1.	 原稿は電子版のみを受け付けています。原稿は電子メール
添付ファイルでお送り下さい。

a. 受付可能なファイル形式はWord（DOC, DOCX）です。
それ以外にもある程度対応可能ですが、事前にご相談く
ださい。また作成に用いたアプリケーションに関わらず
HTML, RTFファイルは受付可能です。テキストファイル
も可ですが、その場合メール本文に埋め込んでくださ
い。

b. 画像ファイルはPICT、JPEGまたはTIFFファイルで、可
能な限り圧縮して本文とは別のファイルでお送りくださ
い。

2.	掲載の可否と時期については、編集委員会で検討の上、決
定させていただきます。

3.	著者校正は原則として行いません（お送りいただいたファ
イルをそのまま利用します）ので、誤りの無いことをお確
かめの上、原稿をお送り下さい。ただし、編集委員会から修
正をお願いする場合があります。

4.	締切は通例　3月、6月、9月、12月の25日ですが、都合によ
り変動することがあります。

5.	掲載料は不要ですが、掲載依頼者は原則として学会員ある
いは協賛・後援団体である事が必要です。

6.	原稿は、news@jnss.org までお送りください。

求人情報、学会・シンポジウムの案内、助成金の案内は、ホー
ムページにて、掲載させていただきますので、http://www.
jnss.org/adinfo/を、ご参照ください。

　学会への提言、研究雑感、学会見聞録、書評等、神経
科学の発展につながるものであればどのようなもので
も結構ですので以下の要領でお送りください。神経科学
ニュースは英文記事の充実を目指しております。英文で
の掲載も希望される方は、英文記事をあわせてお送りく
ださい。

神経科学ニュースへの
原稿を募集しています

■ プラチナ賛助会員 Platinum Supporting Member

•	株式会社　成茂科学器械研究所  
NARISHIGE Group 
http://www.narishige.co.jp/japanese/index.html

■ 賛助会員　Supporting Members 

•	アステラス製薬株式会社  
Astellas Pharma Inc. 
http://www.astellas.com/jp/

•	株式会社　医学書院 
IGAKUSHOIN Ltd.  
http://www.igakushoin.co.jp/top.do

•	特定非営利活動法人医学中央雑誌刊行会 
NPO Japan Medical Abstracts Society 
http://www.jamas.or.jp/

•	株式会社 ATRPromotions 
ATRPromotions Inc 
http://www.baic.jp/

•	エーザイ株式会社  
Eisai Co., Ltd.  
http://www.eisai.co.jp/index.html

•	株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所   
NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT  
CONSULTING, INC.  
http://www.keieiken.co.jp/

–– 応用脳科学コンソーシアム 
CAN : Consortium for Applied Neuroscience 
http://www.keieiken.co.jp/can/

•	科研製薬株式会社 
KAKEN PHARMACEUTICAL Co., Ltd.  
http://www.kaken.co.jp/

•	 ゼロシーセブン株式会社 
ZeroCSeven,Inc. 
http://0c7.co.jp/products/research_medical.html

•	武田薬品工業株式会社 
Takeda Pharmaceutical Co., Ltd. 
http://www.takeda.co.jp/

賛助会員一覧
Supporting Members

敬称略（五十音順）

募 集

日本神経科学学会の Facebook と Twitter の公式ア
カウントができました。各種のイベント情報や、求
人公募情報など、様々な最新情報を発信しています。
ご興味のある方はぜひチェックしてください。

facebook.com/JapanNeuroscienceSociety

twitter.com/jnsorg (@jnsorg)
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2017 年度が始まりました。最近の話ですが、私は、安
全運転システム搭載車で高速道路を運転しています。定速
クルーズ運転に、前車追随機能、車線維持支援システムな
どを駆使すれば、運転がより楽ちんになることを実感して
います。随分前に、オートマチック車が日常になってから
左足は使いません。安全運転システム搭載車では右足も
不要かも！もしかして手も要らなかったりして、、と、いい
気になって手放し運転していると「ハンドルを握ってくださ
い」と車に優しく怒られます！その理由は、あれやこれや
のてんこ盛りの自動運転？？は大きな勘違いで、あくまで
もまだ運転アシストです。実際、車のコンピュータは、薄
くなった車線を見失います。話を変えますが、私の所属す
る研究部門で、最近、自動で神経細胞の形をトレースする
システムを導入しました。そこそこ自動で仕事をするので
すが、まだまだ２〜３割程度は間違うので、手で丹念に修
正します。リリースされたばかりの棘突起の自動トレース
機能は、間違いが多くて信用できません！とはいえ、全部
マニュアルでトレースするよりもうんと時間が節約できる
ので、利用する価値はあります！また、EM volume data 
set から、マニュアルで神経細胞を再構築作業している私
たちにしてみれば、自動３次元再構築アプリは夢です。誰
でも使えるヒューマンフレンドリーなアプリのリリースが待
ち望まれます。あと 10 年もすれば実現するかもしれませ
ん！技術は日進月歩ですね。人間は退化する一方です！笑

おかげさまで、神経科学ニュースを皆様にお届けするこ
とができました。ご寄稿いただいた先生には、忙しい中、
時間を割いてご執筆いただき大変ありがとうございまし
た。この場を借りてお礼を申し上げます。なお、次号から
は新しい編集小委員会委員の体制で神経科学ニュースの
編集が始まります。長い間、どうもありがとうございまし
た。2017 年度が、皆様にとってどうか良い年でありますよ
うに！

　　　　　　　　
ニュース編集小委員会委員　窪田 芳之

編 集 後 記 

発行 : 日本神経科学学会

編集 : 神経科学ニュース編集委員会

委員長
久場 博司　（名古屋大）

委員
窪田 芳之（生理研）、佐藤 純（金沢大）、 
細谷 俊彦（理研）、宮田 麻理子（東京女子
医大）


